
洲原公園

- 各公園の現状把握の状況 -



洲原公園【総合公園】

1.概要
洲原公園は、洲原池を中心として、周囲に広がる松林を背景にした風光明媚な丘陵地に

ある総合公園です。
公園内には、芝生広場のほか多くのソメイヨシノが植えられ、亀城公園と並んで桜の名

所として知られ、4 月には桜まつりが開催され多くの市民で賑わっています。また、市民
の余暇活用に対応するため、平成 2 年 に温水プール、テニスコートを、平成 9 年には
デイキャンプ広場・ファイヤー広場が完成し広く利用されています。さらに、公園近くに
は、国の天然記念物の指定を受けたカキツバタ群落で有名な小堤西池があり、5 月の開花
時には市内はもとより市外からの観賞者で賑わっています。

2.位置、周辺施設

所 在 地 刈谷市井ケ谷町洲原４−１

面 積 都決区域30.7ha(開設区域26.3ha 未開設区域4.4ha)

種 別 総合公園

地理・社会的特徴
・豊田市との市境に位置 ・愛知教育大学に隣接
・計画地範囲にブドウを中心とした果樹農園あり

交 通 ア ク セ ス ・かりまる(公共施設連絡バス)「洲原公園北口」「洲原温水プール」バス停下車

施設名 備考

洲原温水プール【有料】
〈2019年度利用者数:65,312人〉

一般用プール（水深0.95～1.15メートル）25メートル7コース、児童用プール
（水深0.65メートル）、幼児用プール（水深0.45メートル）

洲原ロッジ【有料】
〈2019年度利用者数:3,067人〉

会議室、宿泊室、食堂、浴室(2室)

洲原テニスコート【有料】
〈2019年度利用者数:17,952人〉

クラブハウス、全天候型4面

遊具広場 複合遊具、滑り台、ブランコ、鉄棒

わんぱく広場 アスレチック遊具

健康遊具広場 健康遊具

桜広場

デイキャンプ広場
〈2019年度稼働率平均:15.4%〉

BBQ、共同炊事場

ファイヤー広場 屋根付ファイヤー広場

駐車場 一般車528台、軽自動車4台、身障者用13台、大型車4台

駐輪場 66台

その他 売店、トイレ

4.公園施設概要

開設年：昭和44年

3.土地概要

区 域 区 分 市街化調整区域

用 途 地 域 ・ 防 火 地 域 -

建 蔽 率 ・ 容 積 率 60％・200%

そ の 他 規 制 等
地域森林計画区域、保安林、風致地区内、都市計画公園区域 、埋蔵文化
財包蔵地

既存建築面積計・建蔽率、
運 動 施 設 の 面 積 割 合

2%施設 約1,198㎡（建蔽率約0.46%）
10%施設 約6,769㎡（建蔽率約2.57%）
運動施設 約5,597㎡（面積の割合約2.13%）

※地図上に、公共施設・交通施設・その他大型施設等を表示

※温水プール、ロッジ、テニスコート、ディキャンプ場は、指定管理者が管理



洲原温水プール

洲原ロッジ

洲原テニスコート

参考 https://www.city.kariya.lg.jp/shisetsu/sports_park/1005627.html

【利用料金】



刈谷市「魅力あふれる公園づくり構想」より引用



商圏内を相対的に分析すると、豊田市との市境に位置しており、かつトヨタ自動車
高岡工場方面からの徒歩通行量が多いことから、近隣に住む豊田市側からの利用が一
定数あるものと思われる。

【通行人口分析】

多い

普通

少ない

通行人口

徒歩自動車

【アンケート調査による満足度×貢献度分析】

満足度×貢献度についてみると、「緑や花などの魅力がある」
「駐車場が十分にある（交通の便が良い）」「散歩やジョギングが
できる」が満足度、貢献度ともに高くなっている。

※刈谷市５公園に関するアンケート調査満足度に関する
多変量解析(2022)より抜粋

住宅地
隣接

公園内を相対的に分析すると、全体として公園北側の滞在人口が多くみられる。
車を利用した北側の駐車場からの動線が一定数あるうえでの生涯学習センターや温
水プールの利用が多く、次いで遊具広場への利用も一定数あると思われる。

駐車場 生涯学習セ
ンター＋温
水プール

【滞在人口分析】

多い

普通

少ない

滞在人口

駐車場

遊具
広場

トヨタ
自動車
高岡工場

※商圏：半径1km

※商圏（敷地形状）

貢
献
度

満足度

※ 分析条件：2022年9月1日～ 2023年8月31日、15分以上滞在者数、商圏1kmと設定している。
※ データ提供：KDDI・技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」*auスマートフォンユーザーのうち個別同意を得たユーザーを対象に、個人を特定できない処理を行って集計している。
※ 通行人口分析は、「商圏内の道路に対する通行人口総量」をターゲットとし、自然分類法に即して「多い・普通・少ない」の各分類内での数値のばらつきが最も小さくなるよう、適切な境目を設けて分類している。
※ 滞在人口分析は、商圏（公園を形状を対象とした圏内）を設定し、その中の道路やメッシュに対して集計をかけて相対的な評価としての滞在人口を表示している。

※ 商圏設定：
公園利用者が徒歩で移動できる範囲として設定。内閣府の世論調査で普段の生活で歩いて行ける範囲はどのく
らいの距離までと考えるか聞いたところ、1kmまでの回答が最も多いことがわかっている。
参考：https://survey.gov-online.go.jp/h21/h21-aruite/2-2.html（内閣府世論調査）

※各公園の満足度と貢献度を算出し、公園ごとに力を入れていくべき項目について分析した。
満足度は全項目（問10 全て）回答（84票）があったものを用い、貢献度は総合満足度と各項
目の満足度の相関係数を用い、総合満足度への影響度を数値化した。公園ごとに満足度、貢献
度の平均値を算出し、カテゴリーのグループ分けを行った。

公園利用者の総合的な満足度
を上げるために必要な項目

※アンケート調査は、令和３年11月12日(金),13日(土)9：00～16：00 に実施し、公園利用
者を対象に、合計284の調査票を回収した。

満足度を上げることで、魅力
を高める可能性がある項目

満足度高×貢献度低

満足度低×貢献度低



【周辺施設分析】

東側を中心に飲食店が少ない傾向がある。

※商圏：半径1km

洲原公園 第３駐車場

洲原公園 第４駐車場

洲原公園 第５駐車場

洲原公園 第２駐車場

洲原公園 第１駐車場1
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コンビニ レストラン カフェ 駐車場



岩ヶ池公園

- 各公園の現状把握の状況 -



岩ケ池公園【総合公園】

1.概要
岩ケ池公園は、伊勢湾岸自動車道・刈谷PAに隣接する岩ケ池周辺の豊かな自然をいかし

た総合公園です。第1期区域としてレストランやショップなど、民間企業の参画を得て、
より多くの人々に利用していただける魅力的な空間づくりをめざし、平成16年12月にセ
ントラルプラザ等をオープンし、第2期区域として平成20年4月には、お子さんにも楽し
んでいただけるよう大型複合遊具・ゴーカート等を整備しました。また、令和4年3月に
は、刈谷スマートインターチェンジが開通しました。これら公園施設の充実を図ること
により、公園を利用する地域の人々と高速道路を利用する全国の人々との交流が広がる
拠点として、さまざまな出会いを創出しています。

2.位置、周辺施設

所 在 地 刈谷市東境町吉野５５

面 積 都決区域41.7ha (開設区域10.9ha 未開設区域30.8ha)

種 別 総合公園

地理・社会的特徴
・豊田市との市境に位置
・刈谷PAからの来園が多く、県内外からの利用も想定される

交 通 ア ク セ ス
・刈谷駅からかりまる(公共施設連絡バス)「刈谷ハイウェイオアシスバス停」下車
・知立駅から名鉄バス「ハイウェイオアシス西口」バス停下車して徒歩15分
・伊勢湾岸自動車道・刈谷PA隣接、県道54号線（豊田知立線）からすぐ

施設名 備考

公園休憩施設 情報コーナー、休憩所、便所、事務所等

(民間)便益施設 天然温泉かきつばた〈2019年度利用者数：約495,415人〉【有料】
オアシス館刈谷〈2019年度利用者数：約484,000人〉
セントラルプラザ（産地直売店ほか）、土産工房、デラックストイレ

(公共)便益施設 ベビー休憩室、便所

遊戯施設【有料】 観覧車（60ｍ級・民間施設）〈2019年度観覧車利用者数：145,932人〉
ゴーカート、メリーゴーランド、わんぱくパイロット、かも・かもポッポー、レール式乗物、
固定式児童遊具、バッテリーカー〈2019年有料遊具利用者数:約855,219人〉

遊戯施設（無料） 大型複合遊具(空中洞穴遊具)、林間遊具、幼児用複合遊具
親水施設 ジャブジャブ・ミスト噴水（夜間ライトアップ）、親水広場

一般駐車場 【第1駐車場】一般車159台、大型車5台、身障者用4台

【第2駐車場】一般車100台、身障者用4台

【第3駐車場】一般車150台、身障者用6台

【第4駐車場】一般車66台、身障者用3台

【第5駐車場】一般車719台、身障者用10台

高速道路用駐車場 【上り駐車場】大型車4台、一般車67台、身障者用2台

【下り駐車場】大型車4台、一般車67台、身障者用2台

駐輪場 146台

4.公園施設概要

開設年：平成16年

3.土地概要

〈2019年度全体利用者数:約809.9万人〉

区 域 区 分 市街化調整区域

用 途 地 域 ・ 防 火 地 域 -

建 蔽 率 ・ 容 積 率 60％・200%

そ の 他 規 制 等 地域森林計画区域、風致地区内、都市計画公園区域 、埋蔵文化財包蔵地

既存建築面積計・建蔽率
2%施設 約4,750㎡（建蔽率約1.14%）
10%施設 約3,792㎡（建蔽率約0.91%）

※地図上に、公共施設・交通施設・その他大型施設等を表示
※開設区域は、指定管理者が管理



天然温泉かきつばた 観覧車

有料遊戯施設 施設名 料金

ゴーカート、メリーゴーランド、わんぱくパイロット、かも・かもポッポー 100円/回

レール式乗物、固定式自児童遊具、バッテリーカー
50円/回

参考 http://kakitsubata-spa.com/guide

https://kariya-oasis.com/facility/enjoy/enjoy-about/1-2.html

【利用料金】



刈谷市「魅力あふれる公園づくり構想」より引用



【滞在人口分析】

商圏内を相対的に分析すると、駐車場周辺の自動車、歩行者通行量が比較的多く
みられる。

多い

普通

少ない

通行人口

公園内を相対的に分析すると、駐車場付近の人口が多くみられる。

多い

普通

少ない

滞在人口

徒歩自動車

満足度×貢献度についてみると、「駐車場が十分にある（交通の便が
良い）」の項目において、貢献度が高く、満足度が低くなっている。

※刈谷市５公園に関するアンケート調査満足度に関する
多変量解析(2022)より抜粋

駐車場

【通行人口分析】

【アンケート調査による満足度×貢献度分析】

※商圏（敷地形状）

貢
献
度

満足度

A

C

B

D

※商圏：半径1km

※ 分析条件：2022年9月1日～ 2023年8月31日、15分以上滞在者数、商圏1kmと設定している。
※ データ提供：KDDI・技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」*auスマートフォンユーザーのうち個別同意を得たユーザーを対象に、個人を特定できない処理を行って集計している。
※ 通行人口分析は、「商圏内の道路に対する通行人口総量」をターゲットとし、自然分類法に即して「多い・普通・少ない」の各分類内での数値のばらつきが最も小さくなるよう、適切な境目を設けて分類している。
※ 滞在人口分析は、商圏（公園を形状を対象とした圏内）を設定し、その中の道路やメッシュに対して集計をかけて相対的な評価としての滞在人口を表示している。

※ 商圏設定：
公園利用者が徒歩で移動できる範囲として設定。内閣府の世論調査で普段の生活で歩いて行ける範囲はどのく
らいの距離までと考えるか聞いたところ、1kmまでの回答が最も多いことがわかっている。
参考：https://survey.gov-online.go.jp/h21/h21-aruite/2-2.html（内閣府世論調査）

※各公園の満足度と貢献度を算出し、公園ごとに力を入れていくべき項目について分析した。
満足度は全項目（問10 全て）回答(183票)があったものを用い、貢献度は総合満足度と各
項目の満足度の相関係数を用い、総合満足度への影響度を数値化した。公園ごとに満足度、
貢献度の平均値を算出し、カテゴリーのグループ分けを行った。

※アンケート調査は、令和３年11月12日(金),13日(土)9：00～16：00 に実施し、公園利
用者を対象に、合計627の調査票を回収した。

満足度を上げることで、魅力
を高める可能性がある項目

満足度高×貢献度低

満足度低×貢献度低



公園南側には施設が多く存在するが、北側は施設が少なく偏っている傾向がある。

【周辺施設分析】

1

2

3

4

5

1

2

3
4

5

刈谷ハイウェイオアシス 第１駐車場

刈谷ハイウェイオアシス 第２駐車場

刈谷ハイウェイオアシス 第３駐車場

刈谷ハイウェイオアシス 第４駐車場

刈谷ハイウェイオアシス 第５駐車場

コンビニ レストラン カフェ 駐車場

※商圏：半径1km



刈谷市総合運動公園

- 各公園の現状把握の状況 -



刈谷市総合運動公園【運動公園】

1.概要
刈谷市総合運動公園は、ＪＲ刈谷駅から北へ約３㎞の築地町に位置し、国道23号知立バ

イパス等に接する大変交通の便の良いところであり、平成６年に開催された第49 回国民
体育大会の「少年男子サッカー」のメイン会場として、多くの友情と感動のドラマが展開
されました。 樹木に囲まれた広い芝生広場では、大型複合遊具（レインボーマウンテ
ン）も整備され、親子連れのなごやかな光景も多く見られます。また、隣接する逢妻川緑
地、桜づつみも一体的に整備がされており、四季を通じ、市民の健康増進と憩いの場とし
て親しまれています。

2.位置、周辺施設

所 在 地 刈谷市築地町荒田1番地

面 積 都決区域18.4ha (開設区域18.4ha 未開設区域0ha)

種 別 運動公園

地理・社会的特徴
・主要道路（国道23号等）からのアクセス性が良い

・刈谷市ホームタウンパートナー（バスケ、バレー等）が充実。多くのトップ
アスリートを有する

交 通 ア ク セ ス
・かりまる(公共施設連絡バス)「総合運動公園」バス停下車
・名鉄刈谷駅、名鉄富士松駅より名鉄バス「刈谷総合運動公園」バス停下車
・一ツ木駅より徒歩20分

施設名 備考

ウィングアリーナ刈谷【有料】
〈2019年度利用者数:339,764人〉

屋内運動場、プール、卓球場、スタジオ、トレーニングルーム、キッズルーム

ウェーブスタジアム刈谷【有料】
〈2019年度利用数:サッカー等160回、
陸上189回、陸上個人利用37,031人〉

屋外運動場(トラック、フィールド)

グリーングラウンド刈谷【有料】
〈2019年度個人利用者数:62,275人〉

【サッカーグラウンド】天然芝(大人1面・少年用２面)、人工芝(大人1面・少
年用２面)

芝生広場 大型コンビネーション遊具、健康遊具

一般駐車場 【第1駐車場】一般車420台、身障者用9台
【第2駐車場】一般車57台、身障者用4台
【第3駐車場】一般車55台
【第4駐車場】一般車28台、身障者用2台

臨時駐車場 【自由広場】一般車350台
【フリースクエア】一般車122台

駐輪場 460 台

その他 トイレ

4.公園施設概要

開設年：平成6年

3.土地概要

区 域 区 分 市街化調整区域

用 途 地 域 ・ 防 火 地 域 -

建 蔽 率 ・ 容 積 率 60％・200%

そ の 他 規 制 等
河川敷：都市計画緑地区域 運動公園：都市計画公園区域

埋蔵文化財包蔵地

既存建築面積計・建蔽率、
運 動 施 設 の 面 積 割 合

2%施設 約347㎡（建蔽率約0.19%）
10%施設 約13,181㎡（建蔽率約7.16%）
運動施設 約40,161㎡（面積の割合約21.83%）

※地図上に、公共施設・交通施設・その他大型施設等を表示
※開設区域は、指定管理者が管理



ウェーブスタジアム刈谷

【利用料金】

ウイングアリーナ刈谷 グリーングラウンド刈谷





【滞在人口分析】

商圏内を相対的に分析すると、公園南側の徒歩通行人口が相対的に多くみられる。
また、自動車通行量は主要道路を中心に多くみられる。

多い

普通

少ない

通行人口

公園内を相対的に分析すると、ウィングアリーナ施設周辺の滞在人口が比較的多くみられ
るため、公園への訪れる目的としての一番要の施設であるといえる。

多い

普通

少ない

滞在人口

徒歩自動車

満足度×貢献度についてみると、「駐車場が十分にある（交通の便が
良い）」「緑や花などの魅力がある」の項目において、貢献度が高く、
満足度が低くなっている。

※刈谷市５公園に関するアンケート調査満足度に関する
多変量解析(2022)より抜粋

国道23号

駐車場

ウィングアリーナ

駐車場

国道23号

国道23号

【通行人口分析】
【アンケート調査による満足度×貢献度分析】

★ ★
貢
献
度

満足度

A

C

B

D

※商圏（敷地形状）

※商圏：半径1km

※ 分析条件：2022年9月1日～ 2023年8月31日、15分以上滞在者数、商圏1kmと設定している。
※ データ提供：KDDI・技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」*auスマートフォンユーザーのうち個別同意を得たユーザーを対象に、個人を特定できない処理を行って集計している。
※ 通行人口分析は、「商圏内の道路に対する通行人口総量」をターゲットとし、自然分類法に即して「多い・普通・少ない」の各分類内での数値のばらつきが最も小さくなるよう、適切な境目を設けて分類している。
※ 滞在人口分析は、商圏（公園を形状を対象とした圏内）を設定し、その中の道路やメッシュに対して集計をかけて相対的な評価としての滞在人口を表示している。

※ 商圏設定：
公園利用者が徒歩で移動できる範囲として設定。内閣府の世論調査で普段の生活で歩いて行ける範囲はどのく
らいの距離までと考えるか聞いたところ、1kmまでの回答が最も多いことがわかっている。
参考：https://survey.gov-online.go.jp/h21/h21-aruite/2-2.html（内閣府世論調査）

※各公園の満足度と貢献度を算出し、公園ごとに力を入れていくべき項目について分析した。
満足度は全項目（問10 全て）回答（134票）があったものを用い、貢献度は総合満足度と
各項目の満足度の相関係数を用い、総合満足度への影響度を数値化した。公園ごとに満足度、
貢献度の平均値を算出し、カテゴリーのグループ分けを行った。

公園利用者の総合的な満足度
を上げるために必要な項目

※アンケート調査は、令和３年11月12日(金),13日(土)9：00～16：00 に実施し、公園利
用者を対象に、合計456の調査票を回収した。

満足度を上げることで、魅力
を高める可能性がある項目

満足度高×貢献度低

満足度低×貢献度低



コンビニ レストラン カフェ 駐車場

【周辺施設分析】

公園内に主要施設は存在しないが、主要道路沿いに飲食店が多く見られる傾向がある。

ショップ

ノーレッジボードチョイス（スポーツ用品）
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9

刈谷市総合運動公園駐車場
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青山公園グラウンド駐車場
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※商圏：半径1km

2023年11月現在



亀城公園

- 各公園の現状把握の状況 -



亀城公園【総合公園】

1.概要
亀城公園は、刈谷城（亀城）址を利用した総合公園で、ソメイヨシノがたくさん植えら

れており、４月には桜まつりが開催され、多くの市民で賑わっています。 現在、刈谷城
の姿はありませんが、堀跡の城池、子亀池が城址の面影を残しています。 園内には十朋
亭があり、日本庭園とうまく調和しています。また、歴史博物館では、本市の歴史に親し
み、学ぶことができます。 運動施設としては、体育館、武道場、刈谷球場、そして河川
敷を利用した運動広場があり、各種スポーツに利用され、スポーツの振興に大いに役立っ
ています。

2.位置、周辺施設

所 在 地 刈谷市城町1-1-1

面 積 都決区域17.3ha (開設区域14.1ha 未開設区域3.2ha)

種 別 総合公園

地理・社会的特徴
・刈谷城の復元計画あり
・刈谷市歴史博物館が2019年に開館、ナイトミュージアムなども開催

交 通 ア ク セ ス
・刈谷市駅から徒歩13分
・かりまる(公共施設連絡バス)「刈谷市体育館」バス停下車

施設名 備考

刈谷球場【有料】
〈2019年度利用回数:390回〉

刈谷市体育館・武道場【有料】
〈2019年度利用人数:158,152人〉

アリーナ、卓球場、柔道場、剣道場、弓道場、エアーライフル場、トレーニン
グ場、多目的室、キッズルーム、宿泊施設、会議室

運動広場(河川敷グラウンド)
〈2019年度利用回数:2,918回〉

4面/軟式野球・ソフトボール・サッカーなど

十朋亭【有料】
〈2019年度利用人数:2,802人〉

各種会合、レクリエーション、休憩所等

歴史博物館
〈2019年度利用人数:55,051人〉

刈谷市の歴史とお祭りについての展示施設

日本庭園

駐車場 一般車1044台、大型車5台、身障者用5台

駐輪場 66台

その他 禽舎、トイレ

4.公園施設概要

開設年：昭和12年

3.土地概要

区 域 区 分 市街化区域、市街化調整区域

用 途 地 域 ・ 防 火 地 域 -

建 蔽 率 ・ 容 積 率
市街化区域/第一種中高層住居専用地域 60％・150%
市街化区域/第一種住居地域 60％・200%
市街化調整区域 60％・200%

そ の 他 規 制 等 風致地区内、都市計画公園区域 、埋蔵文化財包蔵地

既存建築面積計・建蔽率、
運 動 施 設 の 面 積 割 合

2%施設 約533㎡（建蔽率約0.31%）
10%施設 約12,633㎡（建蔽率約7.30%）
運動施設 約61,884㎡（面積の割合約35.77%）

市街化区域
/第一種住居地域

市街化区域
/第一種中高層住居専用地域

市街化調整区域

※地図上に、公共施設・交通施設・その他大型施設等を表示



参考 https://www.city.kariya.lg.jp/shisetsu/sports_park/kyujyo/1005584.html

刈谷球場

【利用料金】

十朋亭

https://www.city.kariya.lg.jp/shisetsu/bunka/jippotei/1005306.html



刈谷市「魅力あふれる公園づくり構想」より引用



【滞在人口分析】

商圏内を相対的に分析すると、刈谷市駅から公園にむけて歩行者交通量が多い傾向
にある。同時に、駐車場付近の歩行者交通量も多くみられるため、自動車と公共交通
機関の双方からの利用が考えられる。

多い

普通

少ない

通行人口

公園内を相対的に分析すると、中央の駐車場部分と野球場周辺の人口が比較的
多い傾向がある。刈谷市駅側からの動線が強く、次に博物館や体育館の利用者も
一定数あると思われる。

多い

普通

少ない

滞在人口

徒歩自動車

満足度×貢献度についてみると、「施設が充実している」「魅力的な施設
がある」「長い時間、滞在することができる」の項目において、貢献度が高
く、満足度が低くなっている。

駐車場

野球場

体育館

博物館

至
刈
谷
市
駅

至
刈
谷
市
駅

※刈谷市５公園に関するアンケート調査満足度に関する
多変量解析(2022)より抜粋

★★

★

【通行人口分析】

【アンケート調査による満足度×貢献度分析】

貢
献
度

満足度

A

C

B

D

※商圏：半径1km

※ 分析条件：2022年9月1日～ 2023年8月31日、15分以上滞在者数、商圏1kmと設定している。
※ データ提供：KDDI・技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」*auスマートフォンユーザーのうち個別同意を得たユーザーを対象に、個人を特定できない処理を行って集計している。
※ 通行人口分析は、「商圏内の道路に対する通行人口総量」をターゲットとし、自然分類法に即して「多い・普通・少ない」の各分類内での数値のばらつきが最も小さくなるよう、適切な境目を設けて分類している。
※ 滞在人口分析は、商圏（公園を形状を対象とした圏内）を設定し、その中の道路やメッシュに対して集計をかけて相対的な評価としての滞在人口を表示している。

※ 商圏設定：
公園利用者が徒歩で移動できる範囲として設定。内閣府の世論調査で普段の生活で歩いて行ける範囲はどのく
らいの距離までと考えるか聞いたところ、1kmまでの回答が最も多いことがわかっている。
参考：https://survey.gov-online.go.jp/h21/h21-aruite/2-2.html（内閣府世論調査）

※各公園の満足度と貢献度を算出し、公園ごとに力を入れていくべき項目について分析した。
満足度は全項目（問10 全て）回答（83票）があったものを用い、貢献度は総合満足度と各
項目の満足度の相関係数を用い、総合満足度への影響度を数値化した。公園ごとに満足度、
貢献度の平均値を算出し、カテゴリーのグループ分けを行った。

公園利用者の総合的な満足度
を上げるために必要な項目

※アンケート調査は、令和３年11月12日(金),13日(土)9：00～16：00 に実施し、公園
利用者を対象に、合計194の調査票を回収した。

満足度を上げることで、魅力
を高める可能性がある項目

満足度高×貢献度低

満足度低×貢献度低



【周辺施設分析】

公園内に主要施設は存在しないが、大通りや駅方面にかけて飲食店が多く見られる傾向がある。

刈谷市体育館 駐車場1

亀城公園 駐車場2

亀城公園 駐車場3

亀城公園 駐車場4

歴史博物館 駐車場6

亀城公園 駐車場5

銀座ツリー 駐車場7

タイムズ 刈谷市駅前8

1

2

3

4

5

6

7

8

コンビニ レストラン カフェ 駐車場

※商圏：半径1km

2023年11月現在
海老で鯛を釣る麺堂神楽 刈谷分店22

22



刈谷市体育館・武道場

【利用料金】

参考 https://www.city.kariya.lg.jp/shisetsu/sports_park/taiikukan/1005567.html



フローラルガーデンよさみ

- 各公園の現状把握の状況 -



北側臨時
駐車場

南側

フローラルガーデンよさみ【その他公園】

1.概要
フローラルガーデンよさみは、「花と緑」をテーマに市民参加、民間活力の導入、田

園風景との調和を基本コンセプトとし、花と緑のまちづくりを推進しています。 温室
やカフェ、緑化講座なども学べるフローラルプラザや通信施設などの産業遺産を展示し
た依佐美送信所記念館、その他にもミニＳＬや遊具広場などだれもが楽しめる魅力いっ
ぱいの公園になっています。

2.位置、周辺施設

所 在 地 刈谷市高須町石山２番地１

面 積 4.3ha (開設区域4.3ha 未開設区域0ha)

種 別 その他公園

地理・社会的特徴
・花と緑を楽しむ、イングリッシュガーデンが充実
・ミニSLや遊具あり
・よさみガーデンマルシェやフォトコンテスト、季節ごとのイベントなど

交 通 ア ク セ ス ・かりまる(公共施設連絡バス)「フローラルガーデンさよみ」バス停下車

施設名 備考

フローラルプラザ
〈2019年度利用人数:123,930人〉

事務所、教室、カフェ

依佐美送信所記念館
〈2019年度利用人数:29,174人〉

依佐美送信所の関係資料を保存する施設

イングリッシュガーデン

ミニＳＬ広場【有料：100円/回】
〈2019年度ミニSL利用者数:25,371人〉

SL型のレール式乗物

記念鉄塔

多目的広場

親水施設

遊具広場 アスレチック遊具

駐車場 【正面駐車場】一般車79台、大型車2台、身障者用2台
【記念館前駐車場】一般車19台、身障者用1台

臨時駐車場 【南側臨時駐車場】一般車187台
【北側臨時駐車場】一般車136台

駐輪場 59台

その他 トイレ、温室

4.公園施設概要

開設年：平成19年

3.土地概要

区 域 区 分 市街化調整区域

用 途 地 域 ・ 防 火 地 域 -

建 蔽 率 ・ 容 積 率 60％・200%

そ の 他 規 制 等 -

既存建築面積計・建蔽率 約1,481㎡（建蔽率約3.44%）

※地図上に、公共施設・交通施設・その他大型施設等を表示

※開設区域は、指定管理者が管理



刈谷市「魅力あふれる公園づくり構想」より引用



商圏内を相対的に分析すると、周辺住宅街から公園にむけて歩行者通行量が増加し
ていることから、周辺居住者の徒歩利用が考えられる。

多い

普通

少ない

通行人口

公園内を相対的に分析すると、駐車場から遊具広場にかけての人口が多く、次いで多目的
広場での人口も比較的多くみられる。全体的に公園には一定の数の人が滞在している。

多い

普通

少ない

滞在人口

徒歩自動車

満足度×貢献度についてみると、「スポーツや健康づくりができる」「魅力的
な施設がある」「施設が充実している」「生き物や自然とふれあえる」の項目に
おいて、貢献度が高く、満足度が低くなっている。

駐車場

遊戯広場
多目的
広場

※刈谷市５公園に関するアンケート調査満足度に関する
多変量解析(2022)より抜粋

※ 分析条件：2022年9月1日～ 2023年8月31日、15分以上滞在者数、商圏1kmと設定している。
※ データ提供：KDDI・技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」*auスマートフォンユーザーのうち個別同意を得たユーザーを対象に、個人を特定できない処理を行って集計している。
※ 通行人口分析は、「商圏内の道路に対する通行人口総量」をターゲットとし、自然分類法に即して「多い・普通・少ない」の各分類内での数値のばらつきが最も小さくなるよう、適切な境目を設けて分類している。
※ 滞在人口分析は、商圏（公園を形状を対象とした圏内）を設定し、その中の道路やメッシュに対して集計をかけて相対的な評価としての滞在人口を表示している。

【滞在人口分析】

【通行人口分析】 【アンケート調査による満足度×貢献度分析】

★ ★ ★

★

A

C

B

D

※商圏：半径1km
※ 商圏設定：
公園利用者が徒歩で移動できる範囲として設定。内閣府の世論調査で普段の生活で歩いて行ける範囲はどのく
らいの距離までと考えるか聞いたところ、1kmまでの回答が最も多いことがわかっている。
参考：https://survey.gov-online.go.jp/h21/h21-aruite/2-2.html（内閣府世論調査）

※各公園の満足度と貢献度を算出し、公園ごとに力を入れていくべき項目について分析した。
満足度は全項目（問10 全て）回答（99票）があったものを用い、貢献度は総合満足度と各
項目の満足度の相関係数を用い、総合満足度への影響度を数値化した。公園ごとに満足度、
貢献度の平均値を算出し、カテゴリーのグループ分けを行った。

公園利用者の総合的な満足度
を上げるために必要な項目

※アンケート調査は、令和３年11月12日(金),13日(土)9：00～16：00 に実施し、公園利
用者を対象に、合計266の調査票を回収した。

満足度を上げることで、魅力
を高める可能性がある項目

満足度高×貢献度低

満足度低×貢献度低
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コンビニ レストラン カフェ 駐車場

【周辺施設分析】

公園内にカフェはあるが、南東側には主要施設が全く存在しない傾向がある。

※商圏：半径500m

In the PARK yosamino cafe

2

１

フローラルガーデンよさみ駐車場1

2 フローラルガーデンよさみ駐車場

3

3 フローラルガーデンよさみ臨時駐車場


